
特異な才能あるf国はどう支援
■海外のオ能教育の状況
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拡充教育

英国
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韓国

1983年

昨
年

7
月
に
開
か
れ
た
文
部
科

学
省
の
有
識
者
会
議
の
様
子
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「
ギ
フ
テ
ッ
ド
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
特
異
な
才
能
の
あ
る
子

ど
も
の
支
援
を
国
が
検
討
し
始
め
て
い
る
。
文
部
科
学
省
の
有

識
者
会
議
は
昨
年
12月
、
才
能
の
あ
る
子
を
選
抜
し
て
英
オ
教

育
を
す
る
の
で
は
な
く
、
能
力
を
も
つ
が
ゆ
え
に
抱
え
る
困
難

を
解
消
す
る
支
援
が
重
要
と
す
る
考
え
を
ま
と
め
た
。
対
象
の

子
を
と
う
見
い
だ
す
か
な
ど
の
具
体
化
が
今
後
の
課
題
だ
。

科
学
や
数
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
な
ど
の
分
野
で
特
異
な
オ

能
の
あ
る
子
へ
の
才
能
教
育

は
、
欧
米
や
中
国
、
韓
国
な
ど

で
は
国
が
制
度
化
す
る
な
ど
し

て
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
学
校
教
育
法
施
行

規
則
の
改
正
に
よ
り

1
9
9
8

年
以
降
、
高
校
2
年
で
大
学
に

入
る
「
飛
び
入
学
」
が
千
葉
大

学
な
ど
8
大
学
で
開
始
。
こ
れ

ま
で
計
約
1
4
0人
が
利
用
し

た
。
た
だ
、
同
学
年
と
の
高
校

生
活
を
大
切
に
し
、
受
験
を
経

て
大
学
に
入
る
流
れ
は
大
き
く

変
わ
ら
な
か
っ
た
。

小
中
学
校
で
は
同
学
年
の
子

ど
も
に
同
じ
内
容
を
教
え
る
こ

と
が
重
ん
じ
ら
れ
、
オ
能
を
も

つ
子
へ
の
教
育
は
あ
ま
り
議
論

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
才
能
が
あ
り
な
が
ら
学
校

で
奇
抜
な
行
動
を
し
て
い
じ
め

ら
れ
た
り
、
授
業
を
つ
ま
ら
な

く
感
じ
て
不
登
校
に
な
っ
た
り

す
る
子
が
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文
科
省
は
昨
年
6
月
、
有
識

者
会
議
を
立
ち
上
げ
、
才
能
と

は
何
か
と
い
う
定
義
や
、
対
象

の
子
を
ど
う
見
い
だ
す
か
を
ま

ず
検
討
し
た
。
委
員
か
ら
は

「
ト
ッ
プ
人
材
育
成
に
偏
ら
な

い
方
が
い
い
」
「
線
引
き
が
誰

か
を
船
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
」

と
、
選
抜
に
否
定
的
な
意
見
が

相
次
い
だ
。
8
S
9月
に
子
ど

も
や
保
護
者
に
実
施
し
た
ア
ン

国
の
オ
能
教
育
は
大
学
へ
の

「
飛
び
入
学
」
の
ほ
か
、
先
進

的
な
理
数
教
育
を
行
う
「
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル

(
S
S
H
)
事
業
」
や
、
小

中
学
生
が
大
学
教
員
と
科
学
を

学
ぶ
「
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
育

成
塾
」
な
ど
が
あ
る
。

教師が理解を深めて
ケ
ー
ト
で
は
、
「
み
ん
な
と
違

う
部
分
が
強
調
さ
れ
、
い
じ
め

の
対
象
に
」
な
ど
と
い
う
声
が

集
ま
っ
た
。

昨
年
12月
17
日
、
議
論
の
方

向
性
と
し
て
出
さ
れ
た
「
論
点

整
理
」
で
は
、
「
何
ら
か
の
特

定
の
基
準
に
よ
っ
て
才
能
を
定

義
し
、
定
義
に
あ
て
は
ま
る
児

窟
生
徒
の
み
を
『
特
異
な
才
能

の
あ
る
』
と
扱
う
こ
と
は
行
わ

な
い
」
と
明
示
。
選
抜
し
た
子

に
特
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
こ
と
は
「
子
ど
も
を
ラ
ベ

ル
付
け
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
」
と
指
摘
し
、
才
能
が
あ

っ
て
も
学
校
に
な
じ
め
ず
困
っ

て
い
る
子
へ
の
支
援
を
中
心
に

議
論
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

有
識
者
会
議
は
今
後
、
支
援

内
容
な
ど
を
検
討
し
、
提
言
を

ま
と
め
る
予
定
だ
。

S
S
Hは
2
0
0
 
2
年
度
に

始
ま
り
、
今
は
国
公
私
立
の
2

1
8校
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

1
校
あ
た
り
5
年
で
計
5
千
万

円
近
い
予
芥
が
配
分
さ
れ
、
実

験
設
備
を
充
実
さ
せ
た
り
、
大

学

・
企
業
と
の
共
同
研
究
を
し

た
り
し
て
い
る
。

一
方
、
オ
能
の
あ
る
子
を
選

抜
し
て
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
与

「
能
力
で
線
引
き
」
悔
や
む
声
も

有
識
者
会
議
学
校
な
じ
め
ぬ
子
を
中
心
に
議
論
へ

文科省の有識者会議で座長を務

める岩永雅也・放送大学長 （教育

社会学） の話 今回の会議では、

国が才能児を集め英オ教育を提供

すべきだという議論はしていな
い。行政の役割は、オ能がありな

がら、いま学校で困っていたり見
過こ‘されたりしている子を支援すう性のはつ山加 <A なオうかながらの年 のをソッ 300応の酎夕の 卜つ究らき業え
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れ、その後の人生で困難を抱えた
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まま生きる人たちは少なくない。 しこも学゜キ家やしま巳←引教 いしど郎上プ野た駆作が つ受 5邑t援オ Cオ l学のでは
必要なのは、呆前線にいる教師が勾とのぶ中ャで抽選ノとき授ご子‘‘書終口をり使し選温たけ年釦し能 K発 と 先 ー 主‘

が能中
邑、

-の選
才能への知識と理解を深めるこ 大動で教プ体で抜

エ 悔 す は へ 選の了ジ磨 と し た 抜 校 3て間龍はが E掘日端つに大
授 クやる--,まの歪ば作° エい、てりさ生〇実で教うう あ Tプ本科が実学
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